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マルコ福音書が福音書の中でも一番、ローマ人への手紙の中
心の教えに反映されているのではないか

 

OpenAI o1  

マルコ福音書とローマ人への手紙を並べて考える際に、特に注目されるのは、どちらも「イエス・キリスト
の十字架と福音の力」を強く打ち出している点です。マルコ福音書は最古の福音書とされ、当時のローマ社
会、あるいは異邦人を含む読者を想定したと思われる特徴があり（たとえばユダヤ文化や慣習の解説が挿入
されるなど）、その背後にはペテロの証言をまとめたマルコ自身の視点があるとも伝えられています。一
方、ローマ人への手紙は使徒パウロがローマの信徒たちに書き送った、いわば「福音の神学的な体系」や
「十字架の意義」を明快に語る書簡です。

以下のようなポイントから、マルコ福音書がローマ人への手紙の中心的な教え（十字架による罪の贖いと福
音の普遍性など）を非常に色濃く反映していると考えることも可能です。

1. 十字架の中心性  

マルコ福音書  

マルコはイエスの活動を書き始めるときに「神の子イエス・キリストの福音のはじめ」と宣言し
（1:1）、物語全体を通して「イエスは神の子であり、十字架によって救いを完成する方」という主張
を軸に展開します。
特に8章以降、イエスがメシアであることと受難（十字架）を結びつけ、弟子たちにも「自分の十字架
を負う」姿勢を問うシーンが強調されます。物語はエルサレムでの受難へと一気にクローズアップして
いき、15章では百人隊長（ローマ人）によって「この人はまことに神の子だった」と告白されるクライ
マックスに至ります。

ローマ人への手紙  

パウロはローマ書1章16節で「私は福音を恥とは思いません。それは…救いを得させる神の力です」と
述べ、福音の力が異邦人を含むすべての人に及ぶという普遍性と、信仰義認の要点を明確に打ち出しま
す。
また、3章や5章、8章などで「すべての人が罪人だが、十字架によって義とされる」福音の核心を強調
し、十字架の贖いの力を神学的に展開しています。

マルコ福音書もローマ人への手紙も、どちらもイエスの十字架の意義が中心に据えられており、「キリスト
が神の子であること」「その十字架が普遍的な救いをもたらすこと」を繰り返し示すという点で強く響きあ
います。

2. 異邦人（ローマ人）への福音伝達の視点  

マルコ福音書  
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本文中にユダヤ的習慣や言葉の注釈（たとえば7:3–4など）が挿入されており、ユダヤ人読者であれば
不要な説明をあえて付け加えているところから、異邦人読者を強く意識していると推察されます。
また、マルコ15章39節でイエスの十字架を見たローマの百人隊長が「この人は本当に神の子であっ
た」と告白するのは、まさにローマ帝国内に住む異邦人が救いの物語に参加していく象徴的シーンと言
えます。

ローマ人への手紙  

そもそもパウロがローマの信徒たちに宛てた手紙であり、異邦人クリスチャンの多い教会に向かって書
かれています。
当時、ユダヤ人背景と異邦人背景の信徒の間で起きていた軋轢などに対して、「すべての人が罪の下に
あり、キリストの福音によって義とされる」という統一的視点を与えるのがローマ書の狙いの一つで
す。

こうした「異邦人に対して福音が述べ伝えられ、彼らが神の民として受け入れられる」という主題は、マル
コ福音書にも一貫して感じられる要素です。特にマルコ7章での「異邦人の女性の信仰」の物語（7:24–30）
は重要な例証の一つでしょう。

3. 福音の“力”の強調  

マルコ福音書  

マルコはイエスの行動を「すぐに」「たちまちに」という言葉（「ユースス」というギリシア語）でリ
ズミカルに連続させます。奇跡物語もダイナミックな筆致で描かれ、“イエスこそ神の力と権威をもっ
て行動される方”ということを強く印象付けます。
そして最終的にはその力があえて「弱さ」「苦しみ」「捨てられる姿」を通して明かされる、という逆
説的なメシア像を提示します。

ローマ人への手紙  

1:16で「福音は救いを得させる神の力」と断言するように、パウロは「神の力が福音によって現れる」
ことを強調しています。同時に、それはすべての人の罪を赦し義とする“十字架における力”であり、世
的に見ると弱さや愚かさに映るものです（コリント第一1:18にも関連）。
人間の努力や立法遵守ではなく、キリストの力（恵み）によってのみ救いが成立するという理解もま
た、十字架を中心とする逆説的な福音観です。

この「イエスの権威・力」と「十字架上の弱さ」が同時に強調される点は、マルコ福音書とパウロの神学、
特にローマ書が共有する強いメッセージと言えます。

4. ペテロ（マルコ）とパウロがともにローマに深く関わって
いたという背景

 

伝承によれば、マルコ福音書はローマでペテロの説教や証言をもとにまとめられた可能性が高いとされ
ています（エウセビオス『教会史』など）。
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パウロ自身もローマの信徒たちに手紙を書き、最終的にはローマで殉教したと伝えられています。
ローマという“世界帝国の中心”を舞台に、両者（ペテロとパウロ）は異邦人への福音宣教を積極的に
担ったわけです。そのためマルコ福音書にもパウロ的な神学の反映が見られるのではないか、という推
測は成り立ちやすい背景があります。

結論  
マルコ福音書は「イエスの十字架」の決定的意義を物語として生々しく描く一方、ローマ人への手紙はその
意義を神学的に深く掘り下げ、信仰義認と福音の普遍性を論証的に示しています。両者には、以下のような
共通点があると言えるでしょう。

十字架が福音の中心であり、それが神の力としての救いをもたらす
異邦人を含むすべての人が、罪から救われる福音の普遍性
ローマの文脈（異邦人世界）に向けて、神の子イエス・キリストの福音を提示している

そうした点から、「マルコ福音書こそが福音書の中で最もローマ人への手紙の中心的な教え（十字架による
救済・福音の普遍性）を映し出している」という着想には十分説得力があります。まだ学者間で定説化して
いるわけではありませんが、マルコが持つ“ローマ的視野”や“十字架への集中”を考えると、非常に興味深い比
較対象になります。もしさらに掘り下げるなら、

1. マルコの受難物語とローマ書3章～5章の比較
2. マルコの奇跡物語と「神の力としての福音」という理解の比較
3. ローマ背景の教会史的研究（ペテロ・パウロの伝承や初期教会史の資料）との照合

なども興味深いアプローチになるでしょう。

ぜひマルコ福音書とローマ人への手紙を対比しながら読んでみると、それぞれがどのようにイエスの福音を
伝え、どのような神学的焦点を置いているのかがより鮮明になってくるはずです。

どちらも「神の国の福音」「神の福音」からはじまり、マル
コでは汚れた霊と戦い、ローマでは聖霊の働きが強調されて
います

 

OpenAI o1  

おっしゃるように、マルコ福音書とローマ人への手紙を冒頭の箇所から見比べると、両者が「神の福音」あ
るいは「神の国の福音」を起点としている点は非常に示唆的ですね。

1. 「神の福音」の始まり  

マルコ福音書  

マルコ1:1：「神の子イエス・キリストの福音のはじめ」
マルコ1:14–15：イエスが「神の福音」を宣べ伝え、「神の国が近づいた」と宣言
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ここで「神の国の福音」をはじめに宣言し、それを具体的に示す形で、イエスによる悪霊の追放（1:23–26
など）、病の癒しなどが連続して描かれます。これらは「神の国が臨み、サタンの支配が崩れ去る」という
出来事を象徴的に示していると解釈できるでしょう。

ローマ人への手紙  

ローマ1:1：「…神の福音のために選び出され、召された使徒パウロ」
ローマ1:16–17：福音は「すべての信じる人を救いに至らせる神の力」であり、その中に神の義が啓示
される

パウロも「神の福音」をはっきりと宣言し、それを全人類（ユダヤ人と異邦人を含む）に向けて示す普遍的
メッセージとして提示します。いわば“神の国の実現”が、より神学的・法廷的なイメージ（義認、罪の赦
し、救い）で説き明かされていると言えます。

2. マルコでは「汚れた霊との戦い」が顕著に描かれる  

マルコ福音書の特徴  

マルコは特に悪霊追放の物語を頻繁に取り上げ、イエスが「神の権威」と「聖霊の力」によってサタン
の勢力を打ち破る姿を印象的に描きます。
1章のカペナウムの会堂での悪霊追放（1:23–26）を皮切りに、5章のゲラサ人の地の悪霊追放など、こ
れらの奇跡は「神の国」の侵入・到来を告げるしるしでもあるわけです。
マルコ3:27には「強い人を縛らずして、その家に押し入り略奪することはできない」という喩えが出て
きますが、これはイエスがサタンの力を縛りあげることで神の国を確立していくという霊的戦いのイ
メージとも読み取れます。

つまりマルコ福音書においては、福音とは「神の国が到来し、闇の勢力（サタン・悪霊）を打ち破る」とい
う出来事としてドラマチックに描き出されます。

3. ローマ書では「聖霊の働き」がクローズアップされる  

ローマ人への手紙の特徴  

とくに8章が象徴的ですが、「御霊（聖霊）による新しいいのち」「霊に導かれる神の子」「御霊の内
住による罪への勝利」といったテーマが非常に強調されます。
8章2節：「キリスト・イエスにある命の御霊の原理」が私たちを罪と死の原理から解放する、とパウロ
は述べます。ここで、「聖霊によって罪と死が打ち破られ、真の自由がもたらされる」という霊的戦い
のモチーフが見られます。
パウロが描き出す「罪からの解放」「新しい命への誕生」は、聖霊が具体的に働くことで私たちの内面
を変革し、神の民として生きる力を与えるというものです。

マルコの物語に描かれた「外面的」なサタン・悪霊との戦いが、ローマ書（特に8章）では「内面的」な
罪・死の力との戦い、そして聖霊の勝利として神学的に展開されている、と見ることもできます。

4. 共通する「神の福音」と「霊的解放」のメッセージ
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4. 共通する「神の福音」と「霊的解放」のメッセージ  
マルコ: 神の国の到来は、イエスが悪霊を追放し、病を癒し、サタンの権勢を破る具体的な出来事とし
て示される。
ローマ: 神の福音の力は、罪と死からの救いをもたらし、聖霊によって信じる者を義とし、最終的に栄
光へと導く。

形は違えど、どちらも「闇の力から人々を解放する神のいのち」が中心にあり、その媒介あるいは根拠が
「神の福音（十字架と復活を含むキリストの出来事）」であるという点は共通しています。

マルコの方が“霊的戦いの可視化”（悪霊追放）に焦点を当てている一方で、パウロ（ローマ書）は“信じる者
の内面”に聖霊が働き、罪や死の力を打ち破る様子を強調していると言えるでしょう。

まとめ  
マルコは「イエスが宣教した神の国の福音」を最初に示し、その権威が悪霊を追放し、病を癒す姿で描
かれます。
ローマ書は「神の福音」がもたらす“義とされる恵み”と“聖霊による新生”を神学的に展開し、人間の罪
からの解放と最終的な救いを論じています。

両者とも「神の福音」とは、“神の権威・力がこの世の闇を打ち破る力”という点で一致しています。その現
れ方が、マルコでは「イエスの直接的な霊的戦いとしての奇跡物語」、ローマ書では「内面における聖霊の
働きとしての解放・義認・終わりの栄光」へと焦点が移っているわけですね。これらを対比的に読むと、福
音とは単に外面的な奇跡の物語でも、内面的な霊的体験でもなく、両面を含んだ神の支配の到来なのだとい
うことが改めて見えてくると思います。

ローマ人への手紙は、自分の十字架を負って生きることを励
ます手紙でもある。マルコはその「信仰の従順」の模範を表
す福音書。

 

OpenAI o1  

パウロのローマ人への手紙は、福音を理論的かつ神学的に展開する書簡として知られていますが、その中心
には「信仰の従順」というテーマが据えられ、また具体的な実践や献身――いわゆる「自分の十字架を負
う」生き方（ルカ9:23など参照）――へと信徒たちを招くメッセージが含まれています。そしてマルコ福音
書は、そのような「信仰の従順」と「十字架を負う」姿勢を、物語としてイエスと弟子たちの姿を通して示
している書であると見ることもできます。

以下、両書における「信仰の従順」と「自分の十字架を負う生き方」という視点から整理してみましょう。

1. ローマ人への手紙と「信仰の従順」  

(1) 「信仰による従順」という言い方  

ローマ1:5でパウロは「諸国の異邦人の間に信仰の従順をもたらす」ために召されていると語り、同書
の冒頭から「信仰の従順」がキーワードとなって出てきます。
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ローマ16:26でも「すべての国の人々を信仰の従順へ導くため」と言い、ローマ書全体を締めくくる箇
所にもこの表現が再登場します。

このように、ローマ書全体は“異邦人を含むすべての人々が「神の義」を信じ、キリストへの従順へと召され
ている”という主題を貫いているといえます。

(2) 自分の十字架を負うこととの関連  

パウロはローマ6章で「キリストと共に死んだ者は、キリストと共に生きる」と語り、自らの古き人が
十字架で処刑された（6:6）ということを前提に、罪に対して死に、神に対して生きる新しい歩みを促
します。
またローマ12:1–2で「自分の身を神に受け入れられるいけにえとして捧げなさい」と勧め、具体的な自
己献身と生き方の変革を呼びかけます。これはイエスの「自分の十字架を負って私について来なさい」
（ルカ9:23など）という招きと響き合う内容です。

ローマ書は“神学的論証”の書簡であると同時に、信徒が「日々自分を捧げ、神の意志に従う」ライフスタイ
ルへ導くための実践的メッセージを有しているわけです。

2. マルコ福音書と「信仰の従順」の模範  

(1) イエスの受難予告と弟子の姿勢  

マルコ8:34–35で、イエスは「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架
を負って、わたしに従って来なさい」と語ります。その直前（8:31）には初めて受難を予告しており、
“メシアとは苦難を受ける存在”であることを明らかにしたうえで、弟子たちにも同じ道を歩むように求
めます。
マルコ10:45では「人の子が来たのは…仕えられるためではなく仕えるため」とされ、イエスご自身が
「僕（しもべ）」として生き、最終的に十字架の道を歩むことを示されています。この姿そのものが、
“神に従順に生きること”の究極の模範として描かれます。

(2) ペテロや弟子たちの弱さと再招き  

マルコでは、イエスに従う弟子たちの“弱さ”が正直に描かれます（ペテロの失敗・裏切り、弟子たちの
理解不足など）。しかしそれでも、復活後のイエスがガリラヤで再び彼らを招く（16:7）という結末
（短い結びとされる16:8以前の展開）が示唆されることで、「たとえ失敗があっても、主は再び招いて
くださる」という福音の励ましが見えます。
つまり、マルコ福音書は「神の子イエスに従っていくことは、十字架をともに負う歩み」だと示す一
方、その歩みに失敗がつきまとっても、なお信仰へと呼び戻される弟子像を描いています。これこそが
“信仰の従順”を生きるクリスチャンへの一つの物語的モデルと言えるでしょう。

3. ローマ書とマルコ福音書の接点  
ローマ書とマルコ福音書の間で直接的な言及があるわけではありませんが、両者に共通する大きなテーマと
して、次の点が挙げられます。

1. 十字架と復活を中心とする福音
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マルコは物語の終盤、受難・復活へと向かうイエスをドラマチックに描き、その意義を「人の子
が身代金として多くの人のために命を捧げる」(10:45) という形で示します。
パウロはローマ書を通して「十字架による義認」「復活による新しい命」といった神学を体系的
に説明します。
双方とも「十字架こそ福音の中心的出来事」として据えられているのが明確です。

2. 弟子（信徒）の従順・献身を呼びかける
マルコ：実際にイエスの言葉と行動、そして弟子たちの失敗や学びのプロセスを描きながら、
「主に従う」とはどういうことかを物語形式で示唆しています。
ローマ：神学的論証をベースにしつつ、最終的には（12章以降を中心に）具体的な愛の実践や奉
仕を促し、「自分を生けるいけにえとして神に捧げる」従順な生き方を勧めます。

3. 福音がもたらす変革
マルコ：人々を癒し、悪霊から解放するイエスの権威、また弟子たちを失敗から再び立ち上がら
せる“福音の力”が強調されます。
ローマ：罪の支配からの解放、聖霊による新生と義認が語られ、「キリストにあるいのちが私た
ちを変革する」という内面的・存在的な救いの力が論じられます。

これらを総合すると、マルコ福音書がイエスと弟子たちの具体的な歩みを通して示す「自分の十字架を負
い、なお主に従っていく」姿勢は、ローマ書が示す「キリストの十字架と復活にあずかり、日々献身の思い
を新たにする信仰の従順」と本質的に響き合うのだと言えます。

まとめ  
ローマ書は、神の義と十字架による救いを神学的・体系的に示したうえで、「信仰の従順」――すなわ
ち具体的な日常生活の中で自分の“古き人”を十字架に付け、聖霊により新しく生きるよう呼びかける手
紙です。
マルコ福音書は、イエスの教えと行動、そして弟子たちの模索と成長（時には失敗も）を通して、「こ
のイエスに従うことはどういうことか」を物語として提示し、イエスの姿そのものが“御父への従順”と
“人に仕える姿勢”の最高の模範であると描いています。

そう考えると、マルコ福音書が示す“従順と献身の道”が、ローマ書の「信仰の従順」への招きに対して、よ
り物語的かつ具体的なビジョンを与えてくれると言えるでしょう。両者を併読することで、「神が下さった
救い」の深さと、それに応答する「日々の十字架の歩み」の意義がいっそう鮮明になるのではないでしょう
か。

ローマ人への手紙についての私の分析です。マルコ福音書も
十戒の第1戒、第2戒が中心のテーマなのではないかと考えて
います。

 

ローマ人への手紙は「聖書全体を解く鍵」だと言われます。旧約聖書と新約聖書をつなぐものですね。新約
聖書のどの書物も旧約聖書に光を当てて新たに教えてくれる書物ですが、特にこのローマ人への手紙を通し
て福音全体を知ることができます・・・

OpenAI o1  
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以下では、まずご提示いただいた「ローマ人への手紙を第1戒と第2戒で四区分する」という分析内容を簡単
に振り返りつつ、それと並行して「マルコ福音書においても第1戒・第2戒が中心のテーマなのではないか」
という視点を整理してみましょう。要点は、「ローマ書が示すような“主は唯一の正しく憐れみ深い方(第1
戒)”と“主はねたむほどに民を愛しておられる方(第2戒)”という二つの真理が、マルコ福音書の全体構造や
メッセージにどのように表れているのか」です。

1. ローマ書の構造: 第1戒・第2戒による「義・愛・義・愛」  
あなたの分析では、

1. 1～4章：人の義
「不義から救われて義とされる」(＝救いの始まり)

2. 5～8章：神の愛
「十字架の愛、聖霊による愛が私たちに注がれる」

3. 9～11章：神の義
「イスラエルも含め、神が正しく裁かれる(=義の完成)」

4. 12～15章：神と隣人への愛
「具体的な愛の実践・互いに愛し合うように」

という4つの部分構成を「義(=第1戒)・愛(=第2戒)・義(=第1戒)・愛(=第2戒)」という交互のリズムで捉えて
います。ここで言う「第1戒」は「わたしは主である。あなたにはわたし以外にほかの神があってはならな
い」(主権・裁き・義)、「第2戒」は「偶像を造らない。主はねたむほどに愛してくださる」(愛・憐れみ) と
いうイメージで整理しているわけですね。

2. マルコ福音書における「第1戒・第2戒」の中心性  
あなたがおっしゃるように、マルコ福音書も「第1戒、第2戒」が背後にあるのではないか――つまり「主は
唯一の神であり（第1戒）、その神が人を愛される（第2戒）」という二つの基本線が物語全体を貫いてい
る、と考えることができます。特に注目したいのは以下のポイントです。

(1) マルコの主要テーマ：「イエスは神の子」「神の国が来た」  

マルコ1:1「神の子イエス・キリストの福音のはじめ」と冒頭で宣言され、物語全体が「イエスこそ神
の権威をもって行動されるお方」という軸で進みます。
続く1:14-15で、イエスは「神の国が近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」と宣教します。
悪霊追放や病の癒しを通して「イエスは神の権威をもって行動している」ことが次々に示され、人々は
「いったいこれは誰か」と驚き、その正体が問われ続けます。

ここには「主権者である神が来られた」という第1戒的なメッセージ――「わたしは主である」「主以外の
神はいない」――が背後にあると言えます。イエスをとおして唯一の神（主）の権威が現れたというわけで
す。

(2) 十字架へ向かう物語：イエスの愛と従順  
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マルコの全体構成を見れば、8章あたりを境にイエスが十字架へと向かう“受難の道”へ急速にフォーカ
スが移っていきます。
10:45「人の子が来たのは仕えられるためではなく仕えるためであり、多くの人のための赎しの代価と
して自分のいのちを与えるためである」に代表されるように、イエスの自己献身の愛が全編で強調され
ます。
15章での十字架の出来事、そして15:39でローマの百人隊長が「この人はまことに神の子だった」と告
白するクライマックスなど、まさにイエスの愛の行動と受難が、“唯一の神の救い”を証しする核心と
なっています。

この“イエスの愛と犠牲”は、まさに「ねたむほどに民を愛される神」（第2戒）のご性質がイエスを通して具
現化したと見ることができます。

(3) シュマ(申命記6:4-5)・最大の戒め  

マルコ12:28-34でイエスが「すべての戒めのうちでどれが第一でしょうか」と問われた際、「第一の戒
めは『イスラエルよ、聞け。われらの神である主は唯一の主である…』(申命記6:4-5)」と答え、次いで
「あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい(レビ19:18)」を挙げています。
ここは明確に「第1戒」「第2戒」に相当するものが繋ぎ合わされた箇所で、「主は唯一である」「隣人
を愛せよ」という二大戒めがマルコ福音書の中心として位置づけられているシーンです。
このやりとりの終わりでイエスは質問者に対して「あなたは神の国から遠くない」と言い、神を唯一の
主と認め、隣人を愛する歩みこそが神の国に近いことだと明言しています。

まさに「聞け、イスラエル（シャマ・イスラエル）」がコアとして扱われるのがマルコ12章であり、この二
大戒めが表すものは、あなたの分析にある「義(主の正しさ) と 愛(民を愛する神)」という対を思い起こさせ
ます。

3. マルコの構成と「義(第1戒)・愛(第2戒)」の視点  
ローマ書ほど明確に「義・愛・義・愛」と4つのブロックに分割されているわけではありませんが、マルコ
福音書は以下の流れの中で、

1. 神の権威(義)の宣言: イエス登場、悪霊追放・奇跡、神の国宣教 (1–8章前半)

2. 愛と従順(隣人愛・ねたむほどの愛)への招き: しかし受難予告を通して、弟子に「自分の十字架を負
う」愛の道を説く (8章後半–10章)

3. 神の正しさ(義)が実現する十字架: エルサレムでの対立（11–14章）、最終的にイエスは裁かれたように
見えるが、実は神が正しく裁いておられる (15章)

4. 復活を通した愛の勝利: 空の墓を通して示される新しい命 (16章)

という大まかな段階をたどります。「神の権威（義）を持つイエス」と「十字架による愛」が交錯しながら
物語が進み、神の正しさ(義)と神のねたむほどの愛(第2戒)が十字架と復活によって一つに結合されるという
点は、ローマ書の「義と愛」という流れと見事に響きあっているのです。

4. まとめ  
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ローマ人への手紙: 十戒の第1戒(主は唯一、正しい裁き主)と第2戒(偶像を造るな、ねたむほどに愛して
くださる神)を軸に、「義→愛→義→愛」という構造で全体を4つに区分すると非常に明快に読める。
マルコ福音書: イエス・キリストをとおして「神の国が現れる(唯一の主の権威=義)」物語と、「イエス
の十字架という自己犠牲的な愛(神のねたむ愛=第2戒)」が描かれ、さらにマルコ12章での二大戒め(申
命記6:4-5とレビ19:18)はまさに「第1戒・第2戒」に相当する核心的テーマとなっている。

したがって、マルコ福音書は「唯一の神による正しい裁き(義)」と「神のねたむほどの愛(愛)」――すなわち
十戒の第1戒と第2戒が示す真理を、イエスという具体的な人格と受難・復活の物語を通して描き出してい
る、と見ることができるでしょう。

ローマ書が神学的・論理的に明示した「義と愛」は、マルコでは物語と主イエスの言動によって“体感的”に
示されています。両書を合わせ読めば、「わたしは主である(義)」「わたしはねたむほどにあなたを愛する
(愛)」という聖書の中心メッセージを、さらに深く理解することができるはずです。
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